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『相生の松』は伝本の少ない御伽草子で､当初は天理大学附属天理図書館蔵の奈良絵巻と藤井隆氏所蔵本が知られ
るのみであったが'天理本は『室町時代物語大成十二』　に翻刻が載るが書名欠で脱文があり､『松ヶ枝姫物語』と仮題が付けられてい ｡また藤井民本は零本で『松たか彦物語』との書名を持つが､両本を合わせてもなお物語の全貌が判明しない作品であった｡その後､赤木文庫旧蔵本(『室町時代物語大成補遺1』に翻刻が載る)　の奈良絵巻や海の見える杜美術館(旧王舎城美術賓物館)蔵の奈良絵巻等の出現によ-､その本来の書名『相生の松』と物語の全容も明らかになったも である｡板坂架蔵の　『相生の松』　1巻は'本文部分に錯簡が見られるものの保存状態も良好で､比較的古態を保っている奈良絵巻である｡本稿では､この架 (以下､1本とする)　の紹介､および 作品にいささかの考察を加えるものである｡
1.『相生の松』　について『相生の松』は相生の松の由来によせて､国の繁栄を言祝いだ物語であ-､『さざれ石』や『鶴亀物語』と同じく祝
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儀物に属する作品である｡まずは以下にあらすじを述べる｡
昔から今に至るまでめでたい物は数多いが'特にめでたいものは松である｡播磨国高砂の浦に松ヶ枝姫という
美しい姫神がいた｡庭に姫小松を植えていたが､年月を経るごとに生い茂-､風が吹-と葉擦れが琴の調べのように鳴るのであった｡一万㌧摂津国住舌の里には松高彦という神がいた｡この神は伊邪那岐命が日向国橘 小戸の穂ケ原で疎ぎをした時に､潮の中から生まれた神である｡神功皇后 三韓征伐に赴いた際にも随従し､三韓を平らげて日本に帰る途中､摂津国に住みついて住吉明 となったのであ ｡ある時'松高彦は風に紛れて琴の調べが聞こえ -るのを不思議に思い 舟 乗って播磨国へ辿-着いた｡人家の庭に植えられた姫小松が'風 吹くたび琴のような音色を奏でていた｡松高彦が聞き惚れ いるうちに'すっか-日が暮れてしまったので'家の主に一夜の宿を願 ｡主の松ヶ枝姫は道に迷った男が仙境を訪 て､美女と夫婦になったという唐土の故事を引いて､｢どうかここに留まって私と夫婦にな て-ださい｣と引き留めた｡松高彦は｢君は女松を､私は男 を植えよう｡国は違ってもいつまでも通おう｣と語 住吉 帰った｡それからのち は変わらず 通い続け､二人が植えた松も年月を経て大き-成長 た｡ つしか､夫婦の神は齢 重ね 白髪 なったが､松の下で音楽を奏すると'たちまち二人とも若返 た｡ついに夫婦の神は飛仙とな 天に上がったが､二人 深い契-は植えた松と共に残された｡これによ-国はいっそう繁栄 '民 これを｢相生の松｣と呼んだ｡古今集の序に｢高砂住の江の桧も相生のやうに｣と書かれるのは'この松である｡
本作品は､世阿弥の謡曲｢高砂｣を素材とした物語である｡謡曲｢高砂｣は古-は｢相生｣｢相生松｣の名で呼ば
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れてお-､『古今和歌集』　の序文｢高砂住の江の桧も相生のやうにおぼえ｣から着想したものであるらしい｡高砂も住吉も松の名所であった｡本絵巻もまた､文中に｢古今 序にしるしっゝ高砂すみのえの松も相生のやうに｣とあることから､これらの作品との関連性がうかがえるが､物語 主人公は松の精たる老人ではな-､若々し-美しい松ヶ枝姫と松高彦であり､桧の由来をいわば二人の｢なれそめ｣を中心に措いたところ 特色があるといえよう｡
さらに謡曲だけではな-'い-つかの説話や伝承が織-交ぜられている点にも注目したい｡松高彦の前身は､黄泉
の国から戻った伊邪那岐命が 日向国橘 小戸の穂ケ原で顧ぎを行った時に､潮の中から生まれた神であった｡神功皇后に随従して≡韓征伐に赴き､日本に帰る時に摂津国住吉に留まって住吉明神となったことは『古事記』　『日本書紀』など も見 れるが､本作品 は住吉明神が国 鎮守であ-､民に豊かさをもたらす であることが強調されている｡
松高彦は琴の調べを頼-に播磨の国を訪れるが'それは琴ではな-松の葉擦れであった｡松風を琴の調べに愉える
ことは'藤原兼輔の｢夏夜､深養父か琴ひ-をききて｣として｢みしか夜 ふけゆ-ま 白妙の峰の松風ふ- とそき-｣　(『後撰和歌集』)をはじめ､源重之の｢しら波 よ--る糸 緒にすけて風 しらふることひさの松｣　(『夫木和歌抄』)などの和歌に詠まれておへま 高野本『平家物語』巻六｢小督｣に 小督を探す源仲国が､微かに聞こえて-る琴の音を頼-に｢峯の嵐か､松風 ､たづぬる人のこと 音か､おぼつかな-はおもへども､駒をはやめてゆ-ほどに､片折戸したる内に､琴をぞひきすまさ たる｣ 小督を見出すくだりが見られることから､これら知識を元に創作されたものであろう｡ちなみに､住吉明神が宇治 橋姫のも に通っていたという話は『袖 抄』などに見られるが､｢夜やさむき｣　の歌は　『新古今和歌集』　に住吉明神の御歌 て収録されて る｡
りうしんけん
本文には松ヶ枝姫が松高彦に､唐土の話として｢列農院｣という男が山中に迷って仙境を訪ねるという仙境訪問帯
専修国文　第84号　46
を上げ,｢桃源はもろこしのせんきゃうな-尾上はわかてうの仙境そかし｣と語る場面がある｡桃源郷といえば陶潤明の｢桃花源記併詩｣が有名だが'本絵巻とは内容が異なっていること ら典拠とは亭えまい 六朝志怪小説の『幽
りゆうしんげんちよう
冥録』や唐代の教養書『蒙求』に収められている仙境葦に'劉農･院肇という二人の男が薬を採 ため山に入り､帰れなくなって山中をさまよっていると'川から胡麻飯の入った杯が流れてきたので､人里が近いと思って川を上る'というくだりが見られる｡本作品にも上流から胡麻や盃が流れて-るとい 場面があることから､おそらくこちらの話を参考にしたも だろう｡
二.1本『相生の松』書誌[年代]　近世前期か[形態]　写本､巻子本､一軸[寸法]縦三二二一セン.チ'横　二九四.六センチ[料紙]鳥の子紙に金泥にて下絵を描-
見返　1枚､本文二五枚､後見返　1枚'計二七枚
[挿絵]　計六図
泥絵の具による濃彩にて措-
[表紙]紺金糸市松模様布表紙｢外題｣貼題第(原装)'縦一六.三センチ'横三.五センチ
金地雲模様料紙に書き文字にて｢相生の杏｣とある
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[内題]　なし[見返]　金地[紙背]　白地に金箔散らし雲母刷-[奥書]　なし[箱書]　上部に｢相生の杏｣と打付け書き[印記]　なし-本は本文七段'絵六図から成っている｡一つの章段が本文料紙の三枚前後であ-､絵は最後の図が料紙二枚分の
長大図である他は'本文料紙一枚とほぼ同じ大きさである｡また､1本には錯簡と思しき箇所が見られることから､今回は　『室町時代物語大成』　に所収される天理大学附属天理図書館蔵本(以下､T本とする)　と'赤木文庫旧蔵本(以下､A本とする)を用いて の比較検証を行い､本文の錯簡状況を図に示した　(【図1】)｡いずれの伝本も七段構成になっている｡各段の内容は以下の通-である｡松ヶ枝姫の名前の由来　(A)､松高彦の来歴　(B)､桧高彦が琴の音を頼-に､松ヶ枝姫の邸 訪ねる　(C)へ 松ヶ枝姫と松高彦 会話　(D)､唐土の仙境謬　(E)､年老 た二人が音楽を演奏すると仙人や魚たちが集まっ きたこと　(F)'二人が飛仙となって去った後も､国はいっそう繁栄した(G)｡三本 うちA本は錯簡もな-､本文もほとんど整っている｡T本は　(B)　と　(C)　に大き-脱文が見られるが､錯簡はない｡1本は本文は整っているが､全体的に錯簡が見られ ｡以下､順番に見てゆ-｡まず､(A)　にあたる第三紙の本文末尾｢またとし月 かさ れとも御かたち いよ　- わかやかにおとろふる色はまし さす｣　 後に､挿絵をはさんで　(B)　の　｢こゝにまた津の国すみよしの里 すみよしのうら 高彦のみことゝて御神おはしま
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[図1]本文の錯簡状況
しけり」と松高彦の紹介が続くのに対して、
-本では挿絵の後、
第
五 紙 、
六 紙 に ( G )
の「けにもきとくは有明の月のいるさや西のか
たより紫雲たなひき」と、
夫 婦 が 飛 仙 と な っ て 天 に 昇 る 場 面 に 繋 げ
て い る 。
次 に 第 八 紙 は 住 吉 に 帰 っ た 松 高 彦 が 、
夜ごと高砂に通い続
け 、
やがて二人とも年老いたので、
松の下で齢を返す音楽を奏する
ことになり
、
富士、
熊 野 、
熱田の神仙
たちが集ま
った
、
とい、っ
(F)の一部が書かれている。
これは第二十三紙の本文末尾「君は
め恋をうへ給へわれはお恋をうへそへて」と、
第二十五紙の本文冒
頭「をんかくをそうし給へは海底のうろくつともあまりのかんに磯ゃなきさにあつまりてちゃうもんするするこそ有かたけれ」との問にくるべきで あ る 。
さらに、
第九紙の本文冒頭「せんきやうなりみ
っからかくれてこのところにすむとは
た れ か し ら ま ゆ み 」 は
D 
の後半部に当たる部分であり、
本来は第二十四紙の本文末尾「神代
のいにしへより世のつね人なとはきたり
す む へ き と こ ろ な ら す や こ
となき」に続くものである。
これらの錯簡は本文中には見られず、
料紙ごとに存在することから、
おそらく書写された段階には錯簡が
な く 、
装丁される段階で誤って継がれたものと考えられる。
次に絵について述べる
。
絵はどの伝本も六図となっている
。
A本
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およびT本の翻刻を載せる　『室町時代物語大成』　には図版がないため､絵を知ることはできない｡-本も全六図である｡絵は細部まで丁寧に措かれてお-､状態が良い｡本作品の舞台は主に国内だが､高砂や住吉は仙境と見なされていることから､建物や登場人物の装束はいずれも異国風になっている｡松ヶ枝姫の邸の庭には､松高彦が訪ねる契機となった姫小松が措かれている｡まずは順番に見てゆこう｡第1回は建物の中に座す松高彦 措-｡第二図 侍女たちにかしづかれて琴を奏する松ヶ枝姫と､松高彦を出迎える女童を措いている｡第三図は と松ヶ枝姫が並んで座している｡第四図は建物の中に座す松ヶ枝姫を措-｡第五図は布を濯ぐ二人の美女と木陰から窺う男を措く 六図は仙人たちが集まって楽を奏する様子を措いてい ｡第一図から第四図までは本文と絵が合ってないことから､絵の方にも錯簡が起こっている 思われる｡このことを確認するため､海の見える杜美術館蔵本(以下0本とする)との比較を試みたい｡U本は二〇〇六年七月から八月にかけ 同館にて行わ た｢物 絵-奈良絵本 巻 見る古人のこころ｣　の展示目録と､『思文閣古書資料日録』　(第1五五号､1九九八年六月)　 て全六図のうち五 までが確認できる｡こちらも順番に見 ゆ-｡第一図は建物の 二 建 の中に座す桧高彦を措-｡第三図は松高彦と松ヶ枝姫が並んで座し いる｡第四図は集まって楽 奏する仙人 ちを措 が､1 が人間だけを措いてい のに対してt U本では聴聞に来た海の生き物たちも措 ている点に 注目できる｡第四図までは前後の本文から絵の配置がわかる｡さら 配置は不明だが､参詣に来た人々 た図もあ ｡1本の 1 と0本の第二図､第三園と第三図､第四囲と第1 ､第六図と第四図がそ ぞれ相応していると思われる｡1本の第二図と第五図は､U本には見られず､0本の第五図は1本には見られな 様である｡
この二本の図様と配置の状況を図に示した　(【図2】)｡図様に該当する絵があるものには丸を付けへさらに配置が
分かるもの 番号を振った -本 第二図(C)は右側 邸内にて琴を奏す 松ヶ枝姫､左側に門前に立つ松高彦と
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【図2】絵の図棟と配置
女童を措いていることから'高砂を訪ねてきた松高彦が宿を請う場面であると思われる｡ところが'U本が第一図　(a)　と第二図　(b)　で松ヶ枝姫と を措いた後'第三図　(d)　に二人が並んで座している図 置いているのに対して'1本には0本第三国と同じ 様と思しき四囲　(d)　がある｡U本を実見していないため断定を避けるが､全六図のうち未 の一図は
(e)　に該当する可能性が高い｡(C)　や(g)　が互いの伝本に見られない図棟であるならば､本絵巻は本来は全七図であったものが途中で欠落したのか､あるいは絵に異なる二つの系統があるのかもしれない｡
先にも上げたように､本文では琴の正体は松の葉擦れの音であ-'松ヶ枝姫が自ら琴を奏する場面は見当たらな
い｡さらに'邸内の様子を本文は｢あま 人もなした,めしっかふ女わらは二一人のみ侍-て｣とするが､絵には二人にかしず-大勢の侍女たちが措かれてお-'本文と絵の間にも敵鯨が見 れる｡これは'本文と絵の作者が必ずしも近い環境にはないという'絵巻制作の場を表しており興味深い｡
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三､御伽草子『相生の松』と謡曲｢高砂｣御伽草子と他の文芸との影響関係についてはさまざまな研究がなされているが､本稿では　『相生の松』と直接の関
連性が指摘されている謡曲｢高砂｣を採-上げていささかの考察を加えてお-0
御伽草子と謡曲の関わ-については､既に多-の研究成果が挙げられている｡両者の相関関係を概観するために
『御伽草子事典』　(徳田和夫漏､二〇〇二年､東京堂出版)　に載る四五二作品の解説に見られる謡曲に関わる作品を抜き出し､『能･狂言必携』　(竹本幹夫･橋本朝生編へ一九九五年､学燈社)等から補足事項を加えたものを｢表　御伽草子と謡曲｣として掲げる｡影響関係と言っても'詞章の引用に止まるものや､テーマに近隣性が窺えるものなどさまざまな階梯が見られるが､表では直接的な影響関係が指摘されているもののみを示した｡
まず｢A　御伽草子から謡曲へ直接的な影響が指摘されているもの｣を見ると､十の謡曲が挙げら るが､その内
容は､御伽草子『花鳥風月』が謡曲｢花鳥風月｣　へ'また『源氏供養草子』が｢源氏供養｣など､当時の貴族にとって必須の教養である　『伊勢物語』　や　『源氏物語』　に端を発していた-､『酒呑童子』　から｢大江山｣　へ'『玉藻の草子』から｢殺生石｣といったようにあま-にも著名な怪物退治欝であった-､『天神縁起』　から｢来殿｣や｢雷電｣へ､『道成寺縁起』から｢道成寺｣　へといった縁起譜も含め ､そのほとんどは御伽草子の成立以前からへ物語 説話､伝承文芸として巷間に広-知られていたものを御伽草子を介して取-入れているに過ぎない｡対して｢B 謡曲から御伽草子へ直接的な影響が指摘さ る ｣ の方は四二の謡曲が指摘されてお-､『相生の松』もこの中に入る｡すなわち､御伽草子から謡曲への影響よ-も､御伽草子に取-入れられた謡曲の方が遥かに多いことにな ｡けれどもその摂取法を見る ､一作 御伽草子に数曲が影響を与えている のも多-､表に出る御伽草子の作品数は三六に止ま つまり､一対一の深い相応関係という -は､近隣の謡曲を取-混ぜて作成した物語が多いと うこ
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とになろう｡曲想に視点を移すと'名前の挙げられた謡曲はその種類を多い順に見ると､｢班女｣などの四番目物(二二曲)'｢鞍馬天狗｣などの五番目物　(八曲)'｢熊野｣などの聾物　(八曲)､｢道成寺｣などの四･五番目物　(六曲)､｢高砂｣などの脇能(五曲)'｢清経｣などの修羅物〓曲)､その他〓曲) となる｡中でも｢隅田川｣｢班女｣｢卒塔婆小町｣などは複数の御伽草子に用いられてお-'祝言性が高い脇能や武士が活躍する修羅物よ-も優美に舞う女性を措いた等物､そして｢班女｣　のような狂女､｢卒塔婆小町｣　のような老女を含めて'相対的に女性が主人公のものの方が好まれていることになる｡御伽草子の読者層の多-の部分を古典的 物語の読者に繋がる女性が占めていたと考えられることと､この　｢謡曲から へ｣　の影響作に見られる内容傾向と 重なっているのではないだろうか｡
次に　『相生の桧』　と謡曲｢高砂｣　の関係を細か-見てい-｡まず｢高砂｣　であるが､『古今和歌集』仮名序の｢高
砂･住江の松も相生のやうに覚え｣に世阿弥が着想を得たものとされているが､こ 　『古今和歌集』　の奥義を伝え歌道の繁栄 象徴としての｢松寿｣を'共に白髪を戴-老夫婦の寿に形象化して舞台に載せた世阿弥の発想こそ'この一曲を脇能の代表作に押し上げた要因と えよう｡和歌 めで さは'相和して共に歳月を重ね 老夫婦 めでたさに通じ'ややあざとさの見える人界の幸せ 余すと ろ -具象化している｡そし 御伽草子『相生の桧』　は'この仲良く年老いた夫婦と松を取-合わせ 措-ことから あさらか 高砂｣　の影響化 作られた 語といえる である｡
それでは'『相生の松』　はこの共白髪となった老夫婦の構想の他に､どのような要素を謡曲｢高砂｣から受け容れ
たのであろうか｡両者 詞章 比べてみると'｢住江｣　 ような歌枕や'｢高砂の｣ ｢尾上｣を導-慣用表現等を除-と､実は｢高砂｣ ら直接的な詞章 受け入れをほとんど行っていない｡両者の類似表現を並べてみる｡
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④　③　②
謡曲｢高砂｣
①　｢霜は置けども松が枝の､葉色は同じ深緑｣
｢掻けども落ち葉の尽きせぬは｣｢西の海､穂が原の波間よ-現はれ出でし神松の｣｢四海波静かにて･･･住める民とて豊かなる｣
御伽草子『相生の松』
｢はげしき霜に色かへぬ桧｣｢霜夜に寒き風の昔､秋よ-冬にいたれども､松は変
はらぬ葉色にて｣
｢掻けども尽きぬ落ち葉｣｢櫓が原の波間よ-､現はれ現れ給ひし御神｣｢四方の海､波も静かに国民もゆたかに住める｣
わずかながら右のような表現が挙げられるものの､これもまた詞章や文脈が変えられてお-､さらに③は『続古今
和歌集』神砥､卜部兼直｢西の海やあをきが原の潮路よ-現はれ出でし住吉の神｣の引き歌により､④は『続拾遺和歌集』序｢四つの海波静かなる御代なれば｣を用いているといった具合に､｢高砂｣独自の言い回しと断定できる表現は見つけにくいのである｡
御伽草子『相生の桧』が謡曲｢高砂｣から採ったものは'年老いた夫婦神の祝福された姿であろう｡けれども御伽
草子『相生の松』　の世界はそれに止まるも では決してな ｡共白髪の穏やかな姿を更に動かし､｢齢を返す音楽｣を奏することで二人は若やかな美しい姿と変わ-､飛仙と って天に上って く｡絵巻ではその上に仙界を顕すきらびやかな世界が物語の処々に描 れている｡この文章のみならず聴覚と視覚を加え､五感の感覚を豊か 刺激して作-上げる物語世界こそ､御伽草子というジャンルの持ち得た中世物語群の豊鏡の世界であろう｡謡曲も御伽草子も､共に中世という時代に生まれ出た新しい文芸 ではある｡しかしながら民衆の芸能から発してその地位を高めていき､精神性を重んじよう した謡曲 ､『伊勢物語』　や『源氏物語』といった貴族の子女に持て嚇されてきた物
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B H別11からiSEI伽･':.. (.へLll'指的な形刊切く梢4IYJされているもの
l6 做$└fﾉZ&朗J 棉｢Rろ 傚yZ       
隅 棉B川 滅DﾃGﾉZ8 踏窕Z     
17 冓YﾉﾈﾞYWﾉ>ﾔ&丶(ｴ 埠小町 筈ﾄ緬Zql 偃ｩZ           
18 -ﾘ,(ｾ2 鋳!J'= 汎､ﾆﾉkﾙ?ｩZ人1■朋勿       
19 遅,ﾘ.x7  筈ﾄ｢苳ﾉMImｩZ鬼JJ物     
20 白貽RtX,ﾉT.,] 免ﾂrImｩZI.7,ぎ 剃ﾉM)Z       
21 ﾈ鉑'ﾉZゅy]偽 刎X飛1.I. 琶Z       
22 鋳ﾄｦﾉEﾄ綿､xｪ｢紅紫狩 剩･ﾒﾒ繪?ｩZ鬼lu柄物    
iXi虐 劔Eﾂリ川 剿ｦ勿   
23 犯ﾂﾂvh--竹-.1i 剿ﾇkﾙ?ｩZ人I 剳ｨ     
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25 よ緬u隍x漏3JJ ﾂ"# YYZ艚           
26 皐ｼ2柄介礎 剿ﾄﾆﾈﾈ.瓜 俘yZ      
27 價ｸ,ﾈ4*B鉢木 剩ｧ.瓜人Il● 冤物     
28 ｶbﾘ.,ﾅr跳女 剳ﾄ冖ﾙ?ｩZ才 白顋yZ        例日川l 剿ﾆﾄﾆﾉｩ き 板顋yZ    
化狩 剴ﾆﾉkﾙ?ｩZ4 迄Z    
29 ﾄｦｩZよ友 ﾔ｢牝ﾄｩZき 辻顋yZ        
30 杷箸ﾉｩﾂI (ｸ粐免ﾇZ 肌ｷｵGD｢            
L句納 剿ﾄｧFﾂ苳ﾄvfﾆﾉZ恐放物  
31 傴ﾉYyｧ"謫ﾖｩZ┬ﾆ松風 劍,Z本宅物     
32 痴v顋xｴ薊//ト鍛fh 剩免ﾂ飄兒I.l諺 刹       
33 H.)Zｨ+ﾘ.1! 偬乂ｹZ湖 剋O宅物       
34 崩&つfﾘ.愛r謦v箸'女七 剩苧ﾈ.瓜∫ 兒         
勧進蛸 剩Tｧkﾙ?ｩZ1 兒   
35 冤Yｩfｶﾈｩxﾈ､xｪ｢舟 剔b 牝ﾉ/ｴ瓜香. 狗      
桝子 牝ﾆﾈﾈ.瓜人 刹    
36 沸ﾂ-ﾘ,x.l 萄ﾛｲｶdTRリ川 剳ｨ       
i.松 劔D､燃&.fr 刹   
凡例
IX･Jt､Ltはr御伽r';･ (･■IfJJLL] (fuhr.JH和人細､二〇〇 iJ･･,火J;..,糾川批),お
よび能･ aJ_.(.iZ胡(竹本仲人･楠本刷/7紬､  JL九IJii ･7:i糾い　に
より作成した
!73:. r'Jl軌｣は､脇能､ 1l'5耕物､顎物､ ETLl肺H物､川･ Jl命日物､ IIq川
物を川いて.i馴Ilの分野1を′)､ Lた.
･B r竹田Jは､ .剤JlのI^]裕を　rlJ.E ･非,rJl典J (LILH![･イ柑E､羽HI州別､
JLJLJL17 ､ 17･).Lit)によZ/Jl軌で′】､した
表御伽草子と謡曲
^　御伽(:. (から.剤Jlへ小指的なJEIL摺lが指摘されているもの
#',I 佩H帚苴｢ﾃ｢りﾞﾂﾂtｦﾂ駝ﾂ 剿ﾆﾆﾆﾈﾞﾂ苒sﾚvﾂ分野i 剌Y'Ff      
1 I9Yt､｢化.A:. 凵` ﾂIJt1.h二楯日物 刹S:^'物      
2 俟fﾇB雹陳ﾒぴiJ,i 棉D､､X剋ｨ 剿{宅物        
3 末貽ｂ竕?ﾈﾕﾖﾆﾆﾈﾆﾂ 途1 鳴/L肘一物 刹SiLltfT物       
4 幡池貳ieh､xｪ｢メ  儻ｸｹﾉmﾂ人4(.)物       
5 免們(,ﾄbﾓ｢ﾉ?鐫殺′ 僮_イlJ ｩZ地物       
6 貽Tｩ?,ﾄ討罎ぴ水や 劍P(ゐLJJ.L) 刹ｩ刺1物 剋ｷ心:A.物    
/ 粉顫ｹwﾖgｹ& 侘r瀞lJLl冊ll物 剩藍ｨ      
8 ?ﾉ?N?? ??冤L命日物 冓'i人物 
l 白x飛僮上林lJ物 剋ｨ   
9 蜜*竸海ﾃﾖ槌亢迫成.T: 劔LILJ.It8日物 刹S:lL物   
H .;馴Ilから御伽Z;. (へlM別()な彫邪が指摘されているもの
蘇り- 佩H帚Ζｦﾆﾂ鞐ﾄ免ﾆﾃkﾂ 刹獲l作.I"J)㌢I 兒ｨ性'ili     
I 做(ﾄﾆ鈐砧抄 劔ﾄ､燃lJl神物      
2 ﾈ,hﾆﾂ駐独 價lH恥川) 牝､ﾉfﾖﾈ9ШﾉmﾂI.IIE_駿物        
3 粕ﾘh,ﾈ憘bﾒI,詮Ju 剿ﾆﾄﾃkﾙ?ｩZI)l物#_物      ヽ1 白粫   
.1 稚ｦ池ﾙ貳ﾂﾄ討I '過ll:Il) ﾂ貽｢ﾒﾄ瓜鬼女物       
5 謀4ｧIYH,ﾘｴT.TbWI 勁1■: 仗YZ本宅物    
LF fｲ位ﾉ%ｹ)乂ｹZ Z       
ti 免ﾂﾃﾒ畔ｴｦ呈犯ﾂJJ 碇棉Fﾇчmﾂ孝 討顋yZ       
隅 ?｢ 免ﾄﾆﾉｩZラ 討网ﾉZ      
入城御中の(,I.lr ﾆﾄﾃｲぢ物 巳ﾓｩZ        
8 鉄輪 棉D｢莓ﾉ?WｶﾆﾉZ地女物        
リ 牝JIlrlFJ 剿ﾄﾉkﾙ?ｩZ 倆ｹZ     
10 啗&ﾄ｢ﾘ4ﾔｦﾆﾂll ｨﾈ.瓜 仞yZ          棺).Li九約 剩免ﾂ鞜ｸ自?ｩmﾂ 倆ｹZ  
入会 剳ﾘ9kﾙ?ｩZ人tf.)物   
ll 冢R縱ｨ,ﾄ豆ﾈ42道成､丁= 剩UDﾄ｢貳ﾂu盈ﾂ鬼女物     
】2 傅ﾉ*ﾈ*.x+ｸ-･';,イ洗(F'.',ll-耽小町) 劍ｧｹZjuイl三ぢ物      勤孤小 ｧｹZi.女   
す堺 勍町 免ﾄﾃ諢ｨﾕ2特殊物   
l3 傅ﾉ*ﾉZと呈ﾆ千 勍町 疋ﾆﾉчZ特殊物    
】4 8*(*ｲjll  册鞍公述物      
15 倚yﾉZよ桜Jl 滅Dﾆﾉkﾙ?ｩZaf.女物      
語群の末に位置して'大衆性を強めてより現実的な栄華を描-ことに勤めた御伽草子は､同じ時代の元でまった-異なる方向性を持っていたといえる｡そのような中で両者は､互い 重視することなく'しかしながらはっきりと自らの領域に必要なものだけを取捨選択し､た-まし-自らの特性を活かしていったので ないだろうか｡御伽草子『相生の松』　は謡曲｢高砂｣　で築かれた｢寿｣　の表象をさらに現実的 表現変えてみせることで､そのしたたかな特性を見事に見せ いるのである｡ してこれが決して特例でないことは､表が見せる複数の謡曲を素材として取-入れた御伽草子の作例の多さが'また女性を意識した華や な内容への変更が如実に示している｡御伽草子はか-して新しい物語世界を食欲に作-上げて ったのである｡
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【 凡 例 】 .一､個人蔵『相生の松』を翻刻した｡
二､翻刻にあた-､他の伝本を参照して錯簡を改め､
紙継の箇所には｣　1紙として示した｡
【翻刻】個人蔵『相生の松』翻刻
相生の杏相生の杏
(貼題答)
それむかしか今にいたるまてめてたきためしとする事はさま〈
りん
おはきその中にもかのひな鶴 す
3
たちて 千とせをた つことふきをしめしまた池の亀 うかひあらはれてはよろつよのひさしきかけ うつすと やされともことにめて きは冬 あら
L - .
のさむき夜やはけしき霜に色 へぬ
杏こそめてたか-けれかゝる事にこそちやうせいてん長生殿の庭のまへにはあねはの杏を
ふらうもん
うつしうへ不老門の戸ひらのうちには姫小松こそ そめけれとをくもろこし
せきせうし
をたつぬれは赤松子といふ仙人は松の葉をしよ-して命をたもつにはかり
するかみほ
な-さてわかてうのいにし は駿河 三保｣
hU7
の松原はところ らなる美地として天人こゝにあまくたりなつともつきし詠しけん君をい ふ千秋の鶴やこすえにかよふらんしかるに世 中の草木のしなはさまく わかれ その名はかはれともおとこ女のみち りてちき
れんり
-はつきぬ事そかし連理のえたの
うへの
へたてなくね ふ上野のつはす れたえ
あい劫い
ぬなさけはあ-といへと相生 名をあらはしてめてたき事につたへたるははりまの国高砂のうらに桧かえ姫とてかほかたち世
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にた-ひなき姫神おはしけりこの神を松かえと申ける事はすみ給ひける庭の面にひめ小黍を引うへてときはの色をあひし
H
給へはか-は名付け侍 な-かの姫小松はとし月やう-1ふるはとに枝さかへ葉しけりてうらのあらしに吟するこゑさなから琴のしらへをなしきけは心も みわたり侍りける松かえ姫これに心をな-き 木のもとをたちさり給はすまたとし月はかさなれとも
御かたちは
いよく
わかやかに
おとろふる
色は
まし
まさす
( 絵① )
こゝにまた津の国すみよしの里すみ
まつたかひこ
よしのうらに松高彦のみことゝて御神= 1おはしましけ-此神をまつたか彦と申ける御事は黍 みとりのいろかへぬ木すゑはたかきえた　-　のしけりあひ るありさま霜夜にさむき風の音秋よ-冬にいたれとも松はかはらぬ葉色にてかけともつきぬおち葉のかすかさなる
｣2紙　　としになそらへつゝ ふか-これをめて
ど
給へは黍たか彦と申けるそれよりむかしをたつぬれはかたし な-も天神
e4ひうか
には第七代いさなきのみかと日向の国
をとあはき
たちはなの小声穂かはらに行給ひ岸にくたり波をわけてうしほにたはふれたまひけるにうしほ 中よりあら
｣　3紙｣　4紙
出て神と成給ふそのゝち数千万歳を
しんむ
へてす に入代にをよひ神武天皇より
しんくうくはうこう
は第十五代神功皇后と申すみかとかう
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はくさいしな
らい百済支那この三韓をたいらけて日本国にしたかへんとおほしめしたち
あはき
けるときかの穂かはらの波まよ-あらはれ給ひし御神やかて御 たちをあらはし
しんくうくはうこう
て神功皇后にまみえ給ひい-さ 手たてはこと　-　-この御神よ-出 りけり
しんくう
か-て神功-はうこうもろこしにおも
きよくたいふひ
むき給ふ御とき玉体の武備 成て思ひのまゝに三かんをせめたいらけ日本の地にかへらせ給ふ御とき津の国に た つきて御神こゝにすみよしとの給ひてあとをたれ給へはすなはちしつめまつ-つゝふか-まも-のやしろをたてすみよ の明神
E
は申すなりかくてとし月かさなり ゝれいけんならひましまさねは国民うやまひたうとみてうらの潰ゆふしてかけてまうて-る事かき-なし八人のやをとめ五人の川しやとう-7 かつらおのこつねに社頭に こう申し ん
父じ
りよをすくしめたてまつるきつ　-　のすゝ
｣　1 1紙　　のこゑはうら吹風のをとつれてなみ木の
松にひゝきをそへたう　-　たる ゝみのしらへはきしうつ波にた-へつゝ いとゝ 宮ゐそにさはひけるしかるにかのすみよしのうらと申すはさうかいまん〈としてにしにむかひ四こく九こくのすゑまてもたゝめのまへにうちつゝき手にとる
つもり
はかりにおほえた-されはにや津守の国なつてうはう 夏このうらの眺望をよみける苛 も
朝ゆふにみれはこそあれすみよしのうらよりおちの淡路しまやま
と詠しけるも此御神の御こ ろ しつか
柑
にあんしたてまつるにもろこしよりも
覗
わかてうをうかゝひとらんとする事世のためしのおはき事をかねてよ-しろしめされつゝ此日のもとの四方の海波もしっかに国民も
｣ 　 1  2 紙
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ゆたかに
すめる
まもりの神と
ならせ給ふそ
有かたき
( 絵 ② )
さてもかの松高彦はすみよしのうらにいて､松のこすゑをなかめ給ふ松花のいろ十かへ-みと- そらにうつろひてそこともしらすあこかれ給ふか海つらよ-吹こす風のひ､きにことのしらへそきこえけるあやし-おほしめし身つからきしにをりたち一えふのふねにさはさしつゝこゑ
しきつ
をしるへにたつね給ふ敷津たか をう
なにはみつ
ちすきて難波の三津のはまおもて れてゆけは名にしおふはりま 国 聞え る
｣
松のあらしも高砂や尾上の里にそつき給ふしはしやすらひきゝ給へ かすか也ける
｣ 　 1  3 紙｣　7紙
ことのねのしらへは麦そと間とゝめ舟よりもをりたちつゝかなたこなたをめ--給ふにかしこなりけるところに家つくりつき〈しきに庭のおもに姫杏あまたおひたちつゝい-世へぬらんとおはし-てものふり
りし
たる木すゑの色雲まに入てしけ-つゝうら吹風のをとつれはえたにひゝき葉に
かーことたいたい
ふれてたまの緒琴のしらへを し第1第
けん
二の舷のふるかこと-ひ-かこと-第三第四のけんうつかことくあかる くたいけん第五の舷 こゑはま 千 せ いはふ
まんせい
君か代の久しかるへきためしとて万歳
たみ
ら-やそうすらん国おさま-民やす-
たいへい
五こ-みの-てを やかな 太平らくも
まつたかひこ
聞ゆな-松高彦たちとまりつ-　-　と こしめし心にふか-おもひしめて へら ことをわすれ給ひ日もやう　 　にくれはと-あやしきまてに-らかりけれはや てう にいらせ
｣ 　 1  5 紙
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給ふにあまた人もなしたゝめしっかふ女わらは二一人のみ侍りて世にやことなき上らうともし火をとらせつゝかへにそむけるかけまても思ひ りたるありさまなり松たかひこのみこと このよしを見給ひて心そらにう れ給ひおも のやみちをたとつゝ女のわらはをまねきよせあるしの名たつね給ふに こたへ 申すやうこともをろかやきこしめしも よはすやまつかえ姫と申て ねには庭の松にたはふれときはの色をあいし 木すゑにひゝく琴のこゑに心をすまし給ふな-麦はめて
せんきやう
たき仙境にて世 つねの人なとはきたりすむへ ところならすと-　-　 へ-給へといふ松 かひ は こしめし宴はなにおふは-まかた松のあらしも高砂や尾上のさとゝき なれはそれかしか心 も所からさへ
1 T l
おもしろやことさらまたわ 心にふかく
しめておもひ侍るは木すゑの琴のしらへのこゑうらのあらしに吹を--て津の国すみのえの里まてきこえ侍へれはかへらんみちもきたかならすなみま わ
きし
-る丁そつ ふねをは岸につなき かとも
あま
ふ-る夜しほのうなはらに海郎 たく火も程とをしたゝねかは-は一夜 あくるほと宿かし給へと有けれ 女のわ ちに
2 5
いりてこのよし松かえ姫に申しけるある
｣1 6紙　きゝ給ひてすみよしときくからに此とし
ころきゝつたへて心にかつ事侍へりされともみつからかわひ 住なるとまやのうち竹のあみ戸もすさましやしき忍ふへき
ち
ものもなしあまのかる藻をしとねとして一夜をあかし給へ し
さらは
こなたへ
いらせ
｣ 　 1  7 紙
専修国文　第84号　60
給へとて
うちにいさなひ
たてまつる
( 絵③ )
松高ひこは大によろこひ給ひっゝあるしにかた-給ふやうそれかしはこれよ-も
I / .
をしかのつのゝつの国や人さへいとゝすみよしのうらのなみ木の松たかひ 申ものにて侍-われむかしよりこのかた演辺の黍に心をよせ吹こす風になひき
さえた
あふ小枝のみと-ときはなるいろにた ふ
1 .2
侍るな-しかるをす のえのうちわのおちより吹を-る風に聞ゆること ねにあ-かれ出てこくふねのさほにまかせてこのところまてきたり侍りしに庭 おもなるひめ杏の色になかめのつきせすして日もすてに-れ侍り君御 さけ か-おはして1夜か-ねの宿 させ給ふ事こそ
返す　-　も有かたけれとの給へはあるしはきこしめしされはとよ身つからも心を松にたはふれて此とし月こそひさしけれきみはしろしめさるまし此高砂の尾上の里と申すは神代のいにしへよ-世のつねの人な はきたりすむへきところなら やことなきせん ゃうな-みつからか-れてこの
､ソ一
ところにすむとはたれか まゆみ
F
やこ なき人〈にはみゆるもなか　-はつかしやけにこの-には何を はゝか-侍らん君 のところにとゝまりて=身つ らともろともに恋のと はのふかみとり
干せもかはらぬちきりを
なしてすみなれ給へ
かし
( 絵 ④ )
㍑りうしんけん
むかしもろこしに列農院といふ
｣ 　 2  4 紙
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人あ-け-山にいりて薬をもとめけるに谷にくたりて水をむすひ侍へ-けれは
こ士{
水の上 胡麻といふものゝうかひてみえ侍-またそのあとよ-うつ-しきさか
りうけん
つきのなかれきた-け-列院あやしみていかさまにもこの水上に 里ありとおはえた-行てみはやとてなかれ まかせてみなかみや谷の岩まをつたひゆ-事二十里はか-とおほし-て山ふ -入けれは木すゑの鳥のこゑま もきゝも れぬ
も1
こゝ地してかたはらをみや-ける 桃の林しけ-あひて今をさか-の花の色匂ひは
=りうけん
よもにみち　-　た-列院し -たちやすらひ思ひもよらぬみやまちに ゝる所もありけるかや木た さすかにものふりてあやしき鳥のこゑ　-　にさえつるまてもめつらかな-こはそも人けんせかいにはよ
せんきやう
あらしいかさま臼 ろをとにき-仙境な
るへしとおもひゐた-けるお-ふしきもうつくしき女はう谷のほとりにたちいて水をむすひものをすゝく'ありさまなり
りうけん
けるか列院をみつけて大によろこひ君をまつ事としひさしいまよ- この所にとゝま-て我とふうふに成給ひなかき命をたもち給へとて家にいさなひ行つゝちきりふかきかたらひたくひなくこそきこえ
ハn
けれかくて列院はさすか故郷もゆか -て山より里にたち へれはわ かに三と
まこ
せとおはえし さとには七世の孫あ-列院たつねあひた-け-ふたゝひ山に けい-てもとの谷水をもとむれ
とも
もゝの
はやし
ま
なかり
｣ 　 2 0 紙
専修国文　第84号　62
けり
( 絵⑤ )
たうけん
かゝるためしをき-からに桃源はもろこしのせんきゃうなり尾上はわかてうのせんきやう仙境そかし君たゝ人にましまさす身つからうさせの人ならす松 心を けま-
ふろうふし
も不老不死の とりをえてたのしみきはむるな-今よりのちはこのところにとゝま-給ひいもせのちき-をむすひっゝたえぬなさけをかけ給へとそかた-たまふやう　-　夜もふ かた木すゑ あら も
3
こゝろしてふ-や千とりのな-こゑの をくさ えてしはしあれは たちかく そ聞えけれ れ 千鳥のな-こゑに塩のみちひをしるといふ歌の心もた-ひ しか らよ-てをしかものそひねの夢や けほのゝ こ-もすてにたな きけれは松高ひこはおき出 さゝ　1夜 かりふ も
｣ 　 2  1 紙｣ 　 1  9 紙
ちきりのすえはいつまてもかはらて年はつもれたゝたとひ国をはへたつともかよひなれなは君とわかこゝろつかひはとをからし君はめ黍をうへ給へわれはお香をうへそへて　　｣　23紙いもせの中のい-ひさし-ちきり きぬ世ゝかけて是をしるしにきためんとて二
まつたかひこ
もとの松をうへ黍高彦はすみのえにたちかへ-給ひけりそれよ-はひた らに雨雪のふるときもあらしはけしき折からも波ちをわ-るあまをふね霧まをつたふみえか-れ人めを忍ふ心地して夜ことにかよひ給ひけり のふう の御神の手つ らうへたまひけるめまつおまつ 二 はと月にしたか ておなし程なるわかみ り枝
瀬
さかえ葉 け-てこすゑは雲にわけ入けるかく年月の久しけれはふうふともに御かたちのらうしまし　-　 かしらに雪をいたゝき給ふさらは木 もとにたちよりて
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よはひをかへすをんかくをなすへしとの給ひ
おのえ
てにしきのしとねniiしきのまく尾上の風に吹かへさせねと-の笛のこゑすみて名もたかさこあつ 高砂のうら ひゝけは富士と-ま野と熱たしんせん 田をは三神仙の山といふこ うちにこも-給ふもろ　-　 人たち我も　-　とあつま-て　｣　8紙
かいてい
をんか-をそうし給へは海底のうろ-つ
いそ40
ともあま-のかんにたへかね 磯やなきさにあつまりて
ちゃうもん
する
こそ
有かた
けれ
( 絵⑥ )
けにもきと-は有明の月のいるさや西
しうん
のかたよ-紫雲そらにたなひき雲の内よ-吹いつるあらしは桧 をとつれてふう
｣ 　 2 5 紙｣　 2 2 紙
ふの神の身にふるれはたちまちすかたはわかやかにもとのかたちと成給ふむかし
･つち
すみよしの明 宇治 はし姫にかよひ給ふ明神きた-給ふときは 川水を たか-朝日山の夜あらし けしか- そしるしなるされは明神の御苛に
夜やさむきころもやうすきかたそきの
行あひのまに霜やをくらん
と冬の夜をわひ給ひてよみ給ふときこえしうちにはあらて尾上の夜 のかよひちに冬の夜はけしきあらしをとにあかつきをけるかたそきの行 ひのまの霜をわひてか-は詠し給へるな-つゐに年月ふるまゝ
ひせん
にふうふの神は飛仙と 天にあからせ給ひっゝふかき契-はそのまゝに桧 こしたまひけ-こもとたかひに ちのひていよ　-
くにたみ
さかえ侍るを国民これをい ひまつ-めてたきためしに引なそらへあひおひの松とそ
｣　5紙
専修国文　第84号　64
名つけゝる古今の序にしるしっゝ高砂すみのえの松も相生のやうにとかゝれしはなか-ったはる君か代のひさしかるへきためしにはかねてうへさせたまひける
あひおひの
松の事
とかや
の違いなどは採らなかった｡
-その中にも-その中に　(赤･天)2かのひな鶴- りのひな鶴　(赤･天)3たもつ-たつる　(赤)4池の亀の-池 みぎは ゐる亀の　(赤)
｣　6紙　　5はけしき霜-はけしき霜雪　(赤)
【 校 異 】1'参考として左記の伝本との校異を示した｡
天理大学附属天理図書館蔵本(天)赤木文庫旧蔵本(赤)なおへ　天理大学附属天理図書館蔵本は　『室町時代物
語大成十二』　(横山重･松本隆信編､角川書店'一九七三年　月)'赤木文庫旧蔵本は　『室町時代物語大成補遺≡　(横山重･松本隆信編 角川書店'1九八八年月)　によった｡二､異同は本文に限り､漢字と仮名､仮名遣い'濁点
6松原は-松原　(赤)7美地-れいち　(赤･天)8か-は名付け-か-名を付け(赤)9おはしましけ--おはしけり　(赤)1 0此神をまつたか彦と申ける御事は-されは　(赤)1 1秋より冬に-秋よりふゆそ　(赤)1 2番たか彦と-まつたかひこ )1 3第七代-七代(赤)14いさなきのみかと-いさなきのみこと　(赤)1 5とし月-とし　(赤)1 6かつらおのこ-か-らおのこ　 )
65　折目.奈良絵巻　用件の粧n
I 7しこう申し-しこうし　(天)I 8すく め-すゝ め　(赤･天)1 9もろこしよ-もーもろこしよ-　(赤)訓世ゝ のためしのおはきこと-
たひ　-　世ゝにをよひし事　(赤)
2 1つき給ふ-つけ給ふ　(赤)2 2木すゑの色-木すえの有 天2 3わが心-我に　(赤)24ナシーこゑをしるへにきたりてあ-
臼もすてに暮れけれは　(蘇)
2 5うちにい-てこのよし松かえ姫に申しける
あるしきゝ給ひてすみよしとき-からに-
ナシ　(赤)
2 6心にかつ事侍り-心にかゝる事侍り　(蘇)2 7人さへ-人さよ　(天)2 8うちわの-うらはの (赤)2 9たれかしらまゆみ-たれしらま弓　(天)仙人　-　には-人　-　は　(天)
3 1身つからと-みつからも　(赤)
りうしんけん
3 2列農院--うしんゐんてう　(蘇)3 3二十里はか--二十四は -(赤)
〓･;T_A
34列院--うゐん　(蘇)3 5女はうー女房二人　(赤･天)
りうけん
3 6列院--うゐん　(赤)3 7千とり-かもめ　(赤)38わけ入ける わけい-け-　(天)3 9にしきのま--おなし-ま-( )40なきさ -やなきに　(赤)4 1ふうふの神 ふうふの神そ　(天)
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函
67　新出　奈良絵巻冊=牛の松r口
表紙
見返
3　'
__.M-.一.!1-_ ㌔._ _._i
- ●           ､
"_一心h L､_d.山.._.
99 Ii一紹鴎　二机可剥-_Fftl
1+t･･,:む-し.rLや'.TやTJ:J〜.I+i.‖ 藩嘗-盈嘗雷を漕誓願 を撃緊縛碁-式智彦若鳥 .-守与∫-柔･IJ, ''･'･･--I,ー･rヱ ･ま7･･･,草書■/.I/了ふ転1-､･ ヰ㌣†亨;,覇,tJ･塁.)や 塞導管竜等呼野絹や 磯野馨3養瑚蒼鎚
｢朋馴 .I-I.1Tj｢一一ヽ一､.　.ヽ　..≡.≡.l.
嘗祭-藩曹湧轡-管-督鼻膨
円U川川川u
〜､.SL. ･{遍亨d･, qL･･J･^･････〜ト〜ン
雛針尊意墓惑音 量､j･轟rl･毒見沖盲たり篭. < 星稚轡-尊轡農-蕗横顔 警ゐ嘗嵐-遜順境瑠野鳥-≠轡 細管蓉習㍍砦壷樽 ｢･...･ぐや-Y--･Ib,･･､吉､†･､17
.>).′､.>･･撃,t････-ネr･･3ヰ･ ､Jふ′′･し
凝着如警嘗-曳蔓 >･･･うレ′〜亨,I,h.･･,j.;9-_リム7･ は藁鼻還都督監督 <.,LJ千､.りす一･､-ん魚･･l1-ム了･＼-V･LI 嘗轡秘毒嘉遍資材豊が塞遠 雷絡哲⑨最　-　ぬ警
((彰vgiL)畢ウ鵠
『ミ碑W':吊馴　致iTITru町iJ; rH.1埴　69
酬委細:･I文　第84号　70
. _Ll.A
T御幣軍轡　〉　^仰′叫m'uw珊｢で
_上　___　.
第6紙
L . ;風儀】厭縄義増慧.　王M(jLI‥去.い尺
''弓､川去･いけ式[<〜々ふ
Hrh
潤-晋も廓事裏窓像.一与誓高-誉･･)'･t･･盲-ヰ換湾嘩撃九才護憲　-　巌首途儀署長L▲守革めへきち凄-丁4-･･･い頒･Tt･･4-･終年 -+.･十JJt誓号A宵宮鼻追号貰〜-釣噂よれ牽-の蔓息]聖.′~-ち-上里J%･<]･茸 子
を中豊喜-L…賢
二{;JC-･｣,長与ゝ巧ノト
-そり象､Yをく凄;--∫-冒しirとの索考蔓考の牽Jヤ｣童やりし霊了-豊け〓叢そVYをの巧′を後藤亭音響宮守毒見簡濁音嘗了や滋仇議丁‥叡書法等等身を-与-孝-泉葛†号 .占甘姦0,4と号-ノやすも:..;Y∵′i･-て.ヤ＼恵豊HM那息毘艶敬倦怠
舶朋ほぼ豚豚憾凍踊轡暫昏壕著塵鷹嘗嘗速深新約魅掛亀題習熟瞥患閃雷常務盈釣野鼠欝若導管‥けゝ､･藍と-;,i t･)守-I-ハ･,,･,.千育成費-雷常数
を7ハUり
轟音
- - -クや
●
l′1.JLl
71新出　奈良絵巻『相牛の帆D
第7紙(絵②)
第8紙
†1-万く･
J>与9--でr･＼亨㌣す)･;
-熱搾豪抑馨〜,守
削轡威甘藍衝
爵箸､孝養敷警紗晋還せ凄牽義を患-雷等宮野-軒離警最やふ湾愛野肇遜嘗鼻義-.･J･I上}?･7. -7ー′)汗!仁･t.f--< ー･薫ふ為皐蓋-碁挽き-£真吾℃皇宮巌ー･V,′1号㌣ハ--〜ウi･････阜J〜･㌦･I,･,クti･f･-I ･-･/＼/'･･･六･ qpJ嘗尋蓬等よ去苛ふ菱･-ノハいLt･(一-予告 t Y-鼠1,-汚 .i._･[}･つ･ . /IJ<,O′＼･･,,?jl惹 ,I ; ' .  I . i : 7 1 ' . . ' ] ( . ; H i . I . : 日 .  t i ' J F i t .勝嘗&東髄鞘率も運}警ぷ 与養護〆転サ鈍雷撃尊習i･,*･-･-∫-ろ･･･^きり JJ  6.._.‥つい⊥rI.ノ､よ与暮いいサ盲ノ
専修川文　第84号　72
第9紙
~　~ー~.～■四一m'-､1Tl
-. tEィ
圭　一
∴ .
一`チ‥.;亡､~｡.Wi■ぎ⊥rgt.…
掛智造磯麟監-還}鷲鼻藍銅緋描欄鰭絹難即し豊ま泉9盈了藤琶メ呼†を/巧く与喜久〆㌔㌢あ′-や書AJ ク打麦抄ややけてクワ約′〜ん鼻‥の　-　あ-星亨-ふ-を⊥隼V草Sマヤとソ
息と-?-督7港
乍育ち血こ哲か
▲′1-.lLII
n～　〉(闇㌣竿欝照準狩野'幣叫柵~'｢郡
^　i
73　新出　奈良絵巻『相牛の松』
■~~■･. ~~LV.~~~‥'
第12紙
i..召j一一｢.;..JT.....メ.メ....一一.-
すすC,n,主〆咋与1人やrt
王.,キー.･〜rUき-管:･*<7-鳩車馨藍警凝-考量ツ^<･-くね'-･ノ妄･･(7-丁■蔓塗謬患約牽暴風･ハ･1-･卓JhI･-,･､.へ.;〜轡-I,′巨で-つく孝義をを長峯が･〜･-･Y-打記を-う 1手打＼･･九〆善悪菅を酌み-断線豊もtざら予か紙怒巌-鼻骨ウきノり担:･I巨- Jh-･･ム′守号賢いて･-･1･-代<.″†- 1滴.+､ノー葦-誓払追首漫{  - ' I J . .  I : . : . t J . 捌 . . ( :  I : 冒 . .  ･ ) .  T t t . . 閥 v l : . : .盈漸衡患轡轟J赦せあり吋ノ私ゆか.1才了や.ヰ上長隼･ ･ ･づ) ,ら寮吏義操を預折
.　,･　.王TrtlP}l〜J,J一上り･うー 1-
秩11第
心
心
.
I
 
-
･
 
-
ト
■
√
量
J-
ハ
ト
一
㌔
鳴
熟
語
細
-
欝
野
師
卜
山
レ
､ヰ
鴫
無
恥
慧
浄
御
恩
-
汝
藁
泡
罷
刃
誓
軸
息
-
沖
J
一
一
･
ハ
t
>
J
心
血
･
 
J
.
/
:
:
稚
さ
一
一
･
一
か
八
草
鴻
樹
雛
榔
勝
舶
(
,
･
J
ト
-
,
顔
-
十
･
＼
ト
､
′
 
＼
､
一
一
･
一
･
一
二
卜
ヽ
　
一
･
＼
紳
斗
諌
瓢
艶
藤
騒
鴫
野
-
醸
適
執
-
磯
か
手
罪
-
学
事
中
将
壊
紺
-
磯
酔
顔
搬
潜
'･
S
･
許
せ
登
&
-
-
嘩
軸
還
潔
)
4
誇
‥
…
.
≡
.
H
r
"
.
■
　
‥
…
"
.
･
.
.
-
･
†
　
　
‥
･
-
-
≡
-
･
･
三
･
V
-
Y
･
-
I
-
.
･
･
-
･
-
ー
‥
･
･
,
i
.
i
f
･
志
萱
k
.
霊
8
4
･
l
]
･
7
4
75　新出　奈良絵巻『相生の松』
~p Lr -一､で●'■rー~~■
第16紙
､､でくか1=･,す上}-A.け歪着･E:メサ暑嘗嘗品警齢鼠患夏季j鼻議即事線杓虜-逮豊艶鞄鷲ふ-約宮守等H鳩3拳透-番をサー三上7-6Jt,d･･･.･√-.苦りjI主物患-藩溜巌腎ゐ呼号
▲つd
豊絡G･無碍喝首蹄嘗長考媛添葺や-葦＼轟髄卵やききと妻妾曾Lqyg縛濠れ- --い音量等-巌£･･､･S{)･=. 'ム言せ‥千･.-千-･<みち鷲嘗′?毒しTJl 2--i′暮-　こをー 1一糸-ふ掛は′り巷を･護れ揖iふ嘗藁も･纏う〜サ雷管まを盈凍そろ考ゑG丸首冬草克てI-ノ濃艶の蔓りふちき-竃嘗義家を-嘗′ニ6･ 3号㌣ . ･ T r / ･†' , : ' ^ [烏T
､/　　r_　A I
紙51第
ま7･>L/gケハ√1-八､,J･,iA･･,･V.患､サ山ワ･ふ--･･J･r･･J., 41v･,ノ-h･･iでゝヽ: T . . . .  I : , i . 1 ] : ･ 〜 ] : . . 1 . .  / i . . . : . . 5 . 1 . : 4  I : : T . . : . : .  L J ,-　督牽-塞･圭け{J ,1 -や-1･′＼-,i Tl･丘T･,I患埼整えりる将喜孝唐-摩督逼嘗叶･1-二二･tL+,等号ブ･J十才･,良､.i尊宅　　豊噂}濁-留{･L-e-くま至や17毎ノ轡藩を湾脅-喜哲品-1冬を嘗亀嘩貰蒜毒巌等-魯革葦-号･尊｡着ーを富蜜　-　鼻-義患鳩凋-還-亀鼠患藩巨各署萄-隻鷲碧預を転蓬髪磯野畷 一. h/}薩書勢････く･† つ､･･,tY､⊥J.-十･ t ･ < . : r j . { r / -リ ･ ト＼菅j i . . . j I :野鼠酌鰐帯-轟杓蓮宵謎
Ji一m_帆.　__ _ ～ _._."_M,一......_} …山
~　　　　　　■■~■■･.-■T.L　-　.-r　一一一l
i
■◆
9∠　在678徳　利-:I]剥-lil_
鵠T･L 00 暴
tf一し●′＼一1ノー..一､1-　　′l一 ､L･･7㌢,/卦をJl･1.･･-寸P小 .り･一言--･･〜草､∴-･J′-‥5亡てィ･ 鷲息Å首警写 _-JrJP--..IJ/J一･････ム了tヽ､㌃V-･)./ 真を拳や∴響紘-攣Y等をん 要一-h蓋曽若者 豊単音響妄恵 辛-中世寺,･LJ ,･:)中寺1T>' 星軍曹長¢炉は与こプラ
一ヽ一一一JI
葦､若長峯･阜G,),VJ-′才'3,. 4--豊サト とヽ,圭rpI････/JYJす･ら 鷲をきいを離嘗官 製等-嘗-鷲 響-整鼻も豪雪毒 嘗錬磨雪穴票が肇暴挙も機屋君威 1wr･きー､51ぐJv･,r･fi/ 1-･,.-叫YJ,･･- )ぐ妄･/ノう･号､･-亨-,I)･ウ小 :.[1 Ill:1hl,. I:糊. I:(.:(.･1. 1i:PJi...削,TJ.. '2(. I.I;
<>.'7き
____･.　_ .i
((9vqiI)暴61鵠
狩野(p- -
『胡W布目♯』鞍顎7.Ti=f;刑倦　LL
鵠フU 0巴
J u .々 d ' / I . { . 一`t ､甘-､∵.〜IS,t*･-､ム皐ry---､ノ即り-
そ,L豪qr三J:;-Jt,r,'Aり､･1-I,≠ LT事･-'V･干IL lrY.が雪子.I, '.リノ -登骨-審た首 濁牽-部や碁-矛等を嘗纂 ＼ィ,LL.Sh･"十三-･Ih･9rTT･小て 魁尊書浦島-章頂音曲 っ---蓬字音-ノユ7rl･ 選管は尊皇みせ濠温習 V等-rYJや･･･ノ｢JJv-,5- 警官豊曹麺漕義挙 ･･>Y′ふてri･-.i友攣頭上1書を 榔豊琴等貰う吋-烏.′･J＼r-ヤ7J′OTキ･ ､it,･Ja･サ｡了LFJ.V
ど.乙てdqt1.-メ.ヨ1..Y` 　,t　.-＼


~~1 ~~~ ･　~■~て~　~~~
し､一一".･.･._
08 Iit78法　号l可剥-I;1
鵠ワU もr 暴
那郡警患豊 嶺-豪等急ぎ嵩竃 ･･･-辛りハLStbI･)と'::Iy-r').. 〜 象り嶺色耶-LTえ盲雷管 Tv_a..ff.予rH･LiiBI･･J"･IJ･･3･h･･ ･碧ノツー･T.P.･････一日/く｢.･軌･･1＼ ?/′>･.｣小･l)･Iryサーイ･･･J--)う々 t〜-夢-亨-欝,げO〜凄言 サブ〕ちヤ亀やプ′蓑鼻7---雪ぞ7 号-毎-ノ】S｢乏一丁⊥Yつ号′取り 髭S繋｢李と一ヽ子･ a,7-♪♭-句で1才レ(上丁とIJ〜イ了で とる?､書簡うー､ノもか′-- う桧-　事等S-エフろ与真 峯等rZ㌢雪与上Y3才や㌃ ･富子紅旗了ちなで息r- ㌣- ､シ.･-･･(.I--..,石,五･Jr･･ -､膏写しで鼻音-蕗V--や.--顔 や章d車レr&患こ-為 孟首5喜〜製-録音-£ ･･･左上ソ1':'･∇‥･i).与､･･ジー一斗 I.′Y,>遠方うー･}UY-′. ･l>･7 -　　p･　'･.　フ　_I../
鵠ワU CJL 巴
整鼻骨-巻撃豊 考音量浄-瑚単登意嘗碁蕃 ｢,-′よ･･,･C.ソL･lYt-I･†号-ゲ バ孟-秘-教義-濠鳥暮軒 ･･寸エア､:･〜･/′-.いゥt･･ー-レ葺1 萱草還もむ急沖を轟や毒 愚母着日与与でき包J頂St-む 喜豊叢も主音 チ_L..Ab,=‥〜7-ウ}ヰ了,-さ､ 聾者首里善意 ー-′['V朝.,S･･･′･･.ウ雪･) ,･J.J'./.〉 尊敬苦みY′7上官か-)やタを嘗 -ST･'1†土Jl＼-ア7卓,･･′ふ ず尊母-漕Y･首孝著 書旭葦- -争鼻B,一章㊦妄瑠著 書は母登頂 ･〜･Tftb･山77-7m･..,す､p< ･･-･･し 豊を苛墓碑卿 削雷拳-材量馳- 各署盛挙毒薯
暴SZ鵠
--y~-t~■一　一･､-･･-･,一･一　1
等
『親W,:描車』等顎?;T葦　r,I.1姫　T8
